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株主の皆様へ

「地域でいちばん愛されるお店」を目指し、
藤久再建に立ち向います。

経営理念

『信 用』
SINCE 2006.11

お 客 様 か ら 信用される会社

お取引先様から 信用される会社

株 主 様 か ら 信用される会社

働 く 人 か ら 信用される会社

社 会 か ら 信用される会社

代表取締役社長　後藤薫徳

　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご
高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　当社の第59期中間期における業績は、売上高は
89億81百万円、営業損失は８億45百万円、経常損
失は８億43百万円及び中間純損失は９億28百万円
となりました。
　以上のように、当中間期は中間純損失を計上し、
下期につきましても非常に厳しい経営環境が続くと
予想されますため、通期の業績予想を修正しており
ます。株主の皆様には誠に申し訳なく存じますが、
当期の配当につきましては無配とさせていただきた
いと存じます。
　当社では、役員の担当替えを含む大幅な組織変更、
出退店政策の見直し、戦略推進プロセスの仕組み化
などの「構造改革」に、当期初から取組んでおりま
す。当中間期においては、その効果が徐々に表われ
ているものの、まだ十分には発現できておりません。
下期につきましては、販促の見直しを進め、既存の
会員様の来店機会を増やすのみならず、新規のお客
様獲得の強化に努めてまいります。また、「トーカイ‌
グループアプリ」のダウンロード数の獲得並びに
「LINE＠」登録者獲得を継続して推し進め、お客様
との接点の創出を図ることで、既存店売上高の回復
につなげてまいります。
　株主の皆様には、今後ともなお一層のご支援、ご
理解を賜りますようお願い申しあげます。



決算ハイライト
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事業別レビュー

　当中間期における店舗展開につきましては、新規出店では「ク
ラフトハートトーカイ」２店舗を開設し、退店では「クラフトハー
トトーカイ」13店舗及び「サントレーム」１店舗の合計14店
舗を閉鎖しました。また、店舗移設のタイミングに合わせ「ク
ラフトパーク」から「クラフトハートトーカイ」への業態変更
を１店舗、「クラフトループ」から「クラフトハートトーカイ」
への業態変更を１店舗で実施し、業態の統一化を進めました。
この結果、当中間期末の総店舗数は462店舗となりました。
　店舗運営面につきましては、「①お客様満足度の向上、②『トー
カイグループアプリ』ダウンロード数と『LINE＠』登録数の目
標達成、③使命（役割）を果たす」の３つを重点目標として定め、
既存店の立て直しに取組んでまいりました。お客様満足度の向
上策として、クラフト店舗においては2018年８月６日に会員
価格及びポイント制度を大幅に見直しました。また、2018年
９月に実施した会員様向けのDM（ダイレクトメール）セール
より、これまでセール期間中のご利用回数が１回であったもの
を、セール期間中何回でもご利用いただけるよう改善しました。
さらに、2018年11月のDMセールでは、スペシャルプライス
品の設定やポイント付与の仕組みの見直しなど、会員様の利便
性向上を図ったことで、セール期間の売上目標をほぼ達成する
という成果を得られました。生活雑貨店舗においては、「LINE＠」
登録者獲得の強化を推進しましたほか、地域密着型の店舗を目
指し、店舗周辺地域で開催される行事に伴い発生する需要を、
各店舗の売場作りに反映する取組みを実施しました。

　なお、当中間期末時点の「トーカイグループアプリ」ダウンロー
ド数は約26万件、「LINE＠」の登録数は２万１千件となりました。
　当中間期は、上記の取組みを実施しましたものの、豪雨や記
録的な猛暑及び度重なる台風の上陸など自然災害の影響も大き
く、当部門の売上高は、84億68百万円（前年同期比8.7％減）
となりました。

◆店舗販売部門

　不動産賃貸であり、売上高は20百万円（前年同期比1.5％減）
となりました。

　通信販売部門では、BtoB市場へのアプローチによる新規顧客
の開拓を目的として、2018年７月１日付で営業課を新設し、
各種法人や団体への積極的な営業活動を展開しました。また、
オムニチャネルの第１ステップとして稼働した「トーカイグルー
プアプリ」からのお客様の利便性を高めるため、実店舗の品揃
えを通販サイトの品揃えに反映させましたほか、手芸通販サイ
トの統合を実施しました。
　これらの結果、当部門の売上高は、４億92百万円（前年同期
比5.8％減）となりました。

◆通信販売部門

◆その他の部門

その他の部門
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●事業部門別の売上構成

売上高

89億円

その他
3.7%

手芸用品
27.2%

生地
25.7%

和洋裁服飾品
30.6%

毛糸
5.7%

衣料品
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●商品区分別の売上構成



Point 1
資産の状況

　当中間期末における資産合計は、前期末に比べ８億11百万円増
加し、151億24百万円となりました。流動資産は９億57百万円増
加し、固定資産は１億45百万円減少しております。流動資産の増
加は、商品が６億４百万円、現金及び預金が３億69百万円とそれ
ぞれ増加したことによるものであります。

Point 2
負債・純資産の状況

　負債の部では、負債合計が前期末に比べ17億48百万円増加し、
60億22百万円となりました。流動負債の増加は、短期借入金が
４億50百万円、支払手形及び買掛金が４億３百万円とそれぞれ増
加したことによるものであり、固定負債の増加は、主に長期借入
金が10億50百万円増加したことによるものであります。なお、借
入金の使用目的は、「構造改革」推進に伴う投資資金であります。
　純資産は、前期末に比べ９億36百万円減少し、91億１百万円と
なりました。主に利益剰余金が９億28百万円減少したことによる
ものであります。

◆中間貸借対照表
（単位：百万円）

科　　　　目 2018年
6月期

2019年
6月期（中間）

資 産 の 部
流 動 資 産 9,863 10,821
固 定 資 産 4,448 4,302
有 形 固 定 資 産 2,565 2,488
無 形 固 定 資 産 169 162
投 資 そ の 他 の 資 産 1,714 1,652

資 産 合 計 14,312 15,124
負 債 の 部
流 動 負 債 2,957 3,772
固 定 負 債 1,316 2,250

負 債 合 計 4,273 6,022
純 資 産 の 部
株 主 資 本 10,016 9,087
資 本 金 2,375 2,375
資 本 剰 余 金 56 56
利 益 剰 余 金 7,585 6,656
自 己 株 式 △0 △0

評価・換算差額等 22 14
純 資 産 合 計 10,038 9,101
負債・純資産合計 14,312 15,124

◆中間損益計算書
（単位：百万円）

科　　　　目 2018年
6月期（中間）

2019年
6月期（中間）

売 上 高 9,820 8,981
売 上 総 利 益 5,991 5,311
営 業 損 失 （ △ ） △548 △845
経 常 損 失 （ △ ） △545 △843
税引前中間純損失（△） △580 △863
法人税、住民税及び事業税 70 69
法 人 税 等 調 整 額 207 △4
中 間 純 損 失 （ △ ） △858 △928

（単位：百万円）

科　　　　目 2018年
6月期（中間）

2019年
6月期（中間）

営業活動によるキャッシュ・フロー △856 △984
投資活動によるキャッシュ・フロー △133 △38
財務活動によるキャッシュ・フロー △156 1,412
現金及び現金同等物の増減額 △1,146 389
現金及び現金同等物の中間期末残高 3,493 3,482

◆中間キャッシュ・フロー計算書

中間財務諸表（要旨）



　「トーカイグループアプリ」は、クラフトグループの会員システム「クラフトメンバー」の会員証機能を搭載しており、既存会員
の方は、アプリに会員ナンバーをご登録いただくと、カードレスでクラフトグループ全店舗とオンラインショップ「クラフトハート
トーカイドットコム」にて会員割引価格でお買い物をしていただけ、ポイントサービスも受けられます。
　その他、新商品情報やお得な割引クーポン配信、スクラッチゲームによる特典サービスなど、お客様に楽しんでいただけるコン
テンツをご提供いたします。
　2018年12月末時点で約26万ダウンロードとなりました。

「トーカイグループアプリ」リリース！
公式アプリ「トーカイグループアプリ」を2018年５月30日より提供開始いたしました。

トピックス



◆会社概要

◆役員

会社のプロフィール（2018年12月31日現在）

商 号
本 店 所 在 地
設 立
資 本 金
従 業 員

事 業 内 容

事 業 所

主要取引銀行

発行可能株式総数
発行済株式総数
株 主 数

藤久株式会社（FUJIKYU　CORPORATION）
名古屋市名東区高社一丁目210番地
1961年3月1日
23億7,585万円
223名
※嘱託及びパートタイマーは含まれておりません。
当社は、手芸用品・衣料品及び服飾品その他関連する生活雑貨等の企画・
販売を主要業務とし、主に手芸専門店及び生活雑貨専門店をチェーン展開
するほか、インターネット等を媒体とする通信販売も行っております。
店舗販売部門
手芸専門店：クラフトハートトーカイ、クラフトワールド、クラフトパーク、

クラフトループ、キャランキャラン
生活雑貨専門店：サントレーム
通信販売部門
ネット媒体：クラフトハートトーカイ（ドットコム）
‌ シュゲール（楽天店、ヤフー店、アマゾン店）
‌ サントレーム（楽天店、ヤフー店）
‌ ジャストパートナー（楽天店、ヤフー店）
Ｄ Ｍ 媒 体：シュゲール、ジャストパートナー
本　　社‌ 名古屋市名東区高社一丁目210番地
‌ TEL（052）774−1181（代表）
第２ビル‌ 名古屋市名東区猪子石二丁目1607番地
店　　舗‌ 合計462店舗
三菱UFJ銀行　名古屋銀行　愛知銀行　北陸銀行
三井住友信託銀行
20,000,000株
‌ 4,205,000株
‌ 7,312名

ホームページのご案内

当社ホームページでは、会社情報
や店舗情報に加え、「IR情報ペー
ジ」でIR情報を掲載しています。

https://www.fujikyu-corp.co.jp/

代表取締役社長
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役※

取 締 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役
監 査 役

後　藤　薫　徳
樹　神　雄　二
伊　藤　伸一郎
木　浦　　　潮
飯　田　利　彦
柘　植　里　恵

小　川　洋　子
尾　関　哲　夫
伊　藤　倫　文
林　　　孝　雄
坂　野　郁　夫

（総務部、人事部担当）
（商品部、通販部担当）
（第一運営部、第二運営部、店舗開発室担当）
（経理部、情報システム部担当）

（注１）※印の６名は、社外役員であります。
（注２）監査役　林孝雄氏は2019年１月31日付で辞任いたしました。

※
※
※
※
※



株主インフォメーション

▶株主優待情報
　当社では、株主の皆様の日ごろからのご支援に感謝するとともに、当社株式への投資魅力を高め、より多くの株主様に中長期的に保有
していただくこと、さらには当社製品をより身近に感じていただくことを目的とし、株主優待制度を導入しております。

対象株主様
毎年６月30日及び12月31日現在、100株以上ご所有の株主様

取扱店舗
当社経営の全店舗
（通信販売・インターネット販売にはご利用いただけません）

贈呈基準
100株以上
お買物優待券（券面額500円）を５枚

有効期間
６月30日現在の株主様
　送付時期９月末→ご利用期間12月末まで
12月31日現在の株主様
　送付時期３月初旬→ご利用期間６月末まで

未受領の配当金の支払について

株式に関するお手続きのお問い合せ先事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
基 準 日

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関
同事務取扱場所

郵 便 物 送 付 先

（電 話 照 会 先）

公 告 方 法

毎年7月1日から翌年6月30日まで
毎年9月
定時株主総会・期末配当：毎年6月30日
中間配当：毎年12月31日
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社
〒460-8685　名古屋市中区栄三丁目15番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
TEL（0120）782-031（フリーダイヤル）
取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の全国
本支店で行っております。
電子公告により行います。ただし、電子公告に
よる公告ができない場合は、日本経済新聞に掲
載して行います。
公告掲載URL　https://www.fujikyu-corp.co.jp/

　株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

株主メモ

口座の種類
お手続き内容

証券会社の口座に
記録された株式

特別口座に
記録された株式※

住所変更、単元未満株
式買取請求、配当金の
受領方法・振込先のご
変更などの各種手続

口座を開設
されている
証券会社

三井住友信託銀行
証券代行部
0120-782-031

郵送物の発送と返戻
に関するご照会

三井住友信託銀行
証券代行部
0120-782-031

支払期間経過後の配
当金に関するご照会

株式事務に関する一
般的なお問い合せ

※‌‌株券電子化実施（2009年1月5日）に際し、証券会社等に口座を開設し、証券保管
振替機構（ほふり）に株券を預託されなかった株主様のお名前、ご住所などのデー
タは、当社が三井住友信託銀行に開設した「特別口座」に記録されております。
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